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要旨：組織発生過程の分子メカニズム、特に遺伝子の発現制御機構を明らかにすることは、
疾患の理解や治療法の開発の根幹をなすものと考えられる。この観点から、骨・軟骨を対象
に、ヘッジホッグシグナルの役割と作用機序を明らかにしてきた1)。また、次世代シークエ
ンサーを用いたゲノムワイド解析を通じて、骨・軟骨発生における遺伝子発現制御メカニズ
ムとエピゲノム動態を理解しようと研究を進めている2-4)。さらに、発生学的知見を活用し、
多能性幹細胞を用いた骨発生の再現・モデリングにも取り組んでいる5,6)。一連の結果を紹
介しながら、遺伝子発現制御機構・エピゲノムに関する知見と組織工学的手法を組み合わせ
ることで、「骨・軟骨形成における遺伝子発現の設計図を明らかにし、それをもとに病気を
治す」というアプローチの可能性についても考察したい。
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